
Ⅰ　は　じ　め　に

　社会問題となっているスギ花粉症の対策として，主伐

後の再造林に特定母樹（林野庁　2025），少花粉スギ

（近藤　1997）といった花粉症対策品種の利用がある。

岐阜県では，2008年と2019～2021年に少花粉，2020～

2021年と2023年に特定母樹のスギミニチュア採種園を

造成し，2011年から種子配布を開始したが，未だ需要

量に達していない。また，本県が2022～2026年に重点

的に取り組む森林・林業の施策を示した第4期岐阜県森

林づくり基本計画（岐阜県林政部林政課　2022）では

再造林を推進しており，これを達成するにはさらに多く

の苗木が必要になる。このため，少花粉スギのミニチュ

ア採種園の追加造成を計画したが，採種園に配置する採

種木（母樹）の配布を受けるのに時間がかかり，予定ど

おりに採種園造成が進まないことが明らかになった。そ

こで，母樹育成を効率的に進めるため，既に設定済の少

花粉スギのミニチュア採種園から材料を採取してさし木

を行い，各品種の生存率と発根率を比較した。

Ⅱ　試　験　方　法

1．材料および方法

　岐阜県白鳥林木育種事業地（郡上市白鳥町中津屋）で

2008年設定のスギミニチュア採種園に配置された15品

種（表-1）を試験対象とした。各品種とも，2024年4月2

日に50～70cm程度の荒穂を複数の採種木（母樹）から

採取し，速やかに根元を水に浸漬した。

　さし床の培土には，さし木でよく用いられる鹿沼土

（町田 1974）と固化培土（後藤ら 2002）を用いた。固

化培土は培土が固結しているため移植が容易なことから，

作業の効率化が期待できる。鹿沼土の場合は縦33cm，

横47cm，高さ9cmのプラスチック製育苗箱に小粒の鹿

沼土を約2cm，その上部に細粒の鹿沼土を約6cm（合計

約8cm）詰めたものを，固化培土の場合は128穴のセル

トレイに固化培土を詰めた既製品（セル容量約24cc，エ

クセルソイル，イワタニアグリグリーン（株）製）をさ

し床として用意し，さし付け前に十分吸水した。

　穂木の調整は，荒穂を採取した日に行った。約15cm

の穂木を品種毎に100本調整し，その基部約3cmをイン

ドール酪酸100ppm水溶液に24時間浸漬した。その際に

は，切口を水平に切断し基部から約5cmの枝葉を除去し

た後，すべての穂木の調整が終了するまでその基部を水

に浸漬した。穂木のさし付けは，翌日の4月3日に鹿沼

土または固化培土のさし床に各品種50本行った。鹿沼

土のさし床では，一つの育苗箱に同一品種の穂木50本

を約5cmの深さでさし付けた。固化培土のさし床では，

一つのセルに1本の穂木を約3cmの深さでさし付けた。

　穂木さし付け後のさし床は，本育種事業地のミスト室

に設置して，表面が乾き始めたら15～18分間のミスト

散水により潅水した。

2．評価

　樹木類のさし木を大量に取り扱う場合，さし木を行っ

た翌春の4～5月頃に苗畑へ移植する方法が行われる

（町田 1974）ことから，さし木の評価は2025年4月30日

に行った。各穂木について，生死，発根の有無を判定し

た。その結果を品種およびさし床の培土毎に集計し，生

存率，発根率を次式により算出した。固化培土にさし付

けた穂木では，培土表面に根を確認できたものを発根有

とした（図-1）。また，培土が固結した特性を利用して

2024年9月2日にもさし木の評価を行った。その際には，

固化培土を崩さないようにセルトレイから抜き取って評

価を行い，発根無の穂木については評価終了後，セルト

レイへ戻して試験を継続した。鹿沼土では，さし木の評

価後に試験の継続ができないことから，2024年9月2日

の評価を行わなかった。

　生存率（%）=生存した穂木数／50（供試数）×100

　発根率（%）=発根有の穂木数／50×100

Ⅲ　結果と考察

　2025年4月30日の各培土の品種別生存率を表-2に示し

た。各品種の生存率は，鹿沼土では88～100%，固化培

土では90～100%であった。長野5号の生存率は，鹿沼土

が88%，固化培土が90%で，それぞれの培土で最も低か

った。その他の品種は，両培土とも90%を超える生存率

であった。2024年9月2日の固化培土における品種別生

存率は2025年4月30日と同一であった。

　2025年4月30日の各培土の品種別発根率を，固化培土

より鹿沼土の方が高い発根率であった品種（表-3（a））

とそれ以外の品種（表-3（b））に分けて示した。各品種

の発根率は，鹿沼土，固化培土とも0～96%で（表-3

（a），（b）），品種間差が大きかった。スギは品種によ

り発根に差がある（町田　1974）ことが知られており，

今回の結果もこれを支持するものであった。品種別にみ

てみると，15品種中，多野2号と北群馬1号の2品種は両

培土で，多賀14号と那珂5号の2品種は鹿沼土で，ヒノ

キの事業レベルのさし木苗生産で望まれる71%より高い

発根率（戸田・藤本　1983）であった（表-3（a），

（b））ことから，これら4品種は今回の方法で母樹育成

が可能と考えられた。その一方で，多賀2号，下高井17

号，大野2号の3品種は両培土とも発根率が0%または極

めて低かった（表-3（a），（b））ことから，再検討が必

要であった。

　固化培土より鹿沼土での発根率が高かったのは10品

種でその差は2～56であった（表-3（a））。これらのう

ち発根率の差が18以上であった坂下2号，多賀14号，那

珂5号，群馬5号，多野2号，利根6号の6品種には，培土

の種類によって発根率に統計的な有意差があり（表-3

（a），p＜0.05），残りの4品種には有意差がなかった

（表-3（a），p＞0.05）。前者の6品種については，培土

に固化培土より鹿沼土を用いた方が発根率の点で有利と

考えられた。逆に鹿沼土より固化培土での発根率が高か

ったのは4品種でその差は6～10であった（表-3（b））。

4品種とも培土の種類によって発根率に統計的な有意差

がなかった（表-3（b），p＞0.05）。今回の検討において，

発根率が鹿沼土より固化培土を用いた方が有利であった

品種は見当たらなかった。

　しかし，固化培土には移植が容易といった作業性の利

点に加えて，培土から穂木を抜きとらずに発根を確認で

きる利点がある。これを活かして評価を前倒しすること

で早期に発根を確認することが可能である。図-2は，固

化培土における2024年9月2日時点と2025年4月30日に追

加された品種別発根率を，2025年4月30日の発根率が高

かった順に左から並べたものである。2025年4月30日の

発根率上位4品種の北群馬1号，多野2号，群馬4号，南

会津4号では，2024年9月2日時点の発根率が58%以上で，

2025年4月30日評価の8割以上が発根していた。固化培

土を用いた時，これらの品種では早期に発根することが

示唆された。特に，発根率上位2品種の北群馬1号，多

野2号では，2024年9月2日時点においても2025年4月30

日評価と同様に発根率が71%を超えていたことから，

2024年9月2日時点で育苗を開始しても効率的な母樹育

成が期待できると推察された。
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（近藤　1997）といった花粉症対策品種の利用がある。

岐阜県では，2008年と2019～2021年に少花粉，2020～

2021年と2023年に特定母樹のスギミニチュア採種園を

造成し，2011年から種子配布を開始したが，未だ需要

量に達していない。また，本県が2022～2026年に重点

的に取り組む森林・林業の施策を示した第4期岐阜県森
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の苗木が必要になる。このため，少花粉スギのミニチュ

ア採種園の追加造成を計画したが，採種園に配置する採

種木（母樹）の配布を受けるのに時間がかかり，予定ど
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花粉スギのミニチュア採種園から材料を採取してさし木

を行い，各品種の生存率と発根率を比較した。
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2008年設定のスギミニチュア採種園に配置された15品

種（表-1）を試験対象とした。各品種とも，2024年4月2

日に50～70cm程度の荒穂を複数の採種木（母樹）から

採取し，速やかに根元を水に浸漬した。

　さし床の培土には，さし木でよく用いられる鹿沼土

（町田 1974）と固化培土（後藤ら 2002）を用いた。固

化培土は培土が固結しているため移植が容易なことから，
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に浸漬した。穂木のさし付けは，翌日の4月3日に鹿沼
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に設置して，表面が乾き始めたら15～18分間のミスト
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（町田 1974）ことから，さし木の評価は2025年4月30日

に行った。各穂木について，生死，発根の有無を判定し

た。その結果を品種およびさし床の培土毎に集計し，生

存率，発根率を次式により算出した。固化培土にさし付

けた穂木では，培土表面に根を確認できたものを発根有

とした（図-1）。また，培土が固結した特性を利用して
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4品種とも培土の種類によって発根率に統計的な有意差

がなかった（表-3（b），p＞0.05）。今回の検討において，

発根率が鹿沼土より固化培土を用いた方が有利であった

品種は見当たらなかった。

　しかし，固化培土には移植が容易といった作業性の利

点に加えて，培土から穂木を抜きとらずに発根を確認で

きる利点がある。これを活かして評価を前倒しすること

で早期に発根を確認することが可能である。図-2は，固

化培土における2024年9月2日時点と2025年4月30日に追

加された品種別発根率を，2025年4月30日の発根率が高

かった順に左から並べたものである。2025年4月30日の

発根率上位4品種の北群馬1号，多野2号，群馬4号，南

会津4号では，2024年9月2日時点の発根率が58%以上で，

2025年4月30日評価の8割以上が発根していた。固化培

土を用いた時，これらの品種では早期に発根することが

示唆された。特に，発根率上位2品種の北群馬1号，多

野2号では，2024年9月2日時点においても2025年4月30

日評価と同様に発根率が71%を超えていたことから，

2024年9月2日時点で育苗を開始しても効率的な母樹育

成が期待できると推察された。
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表-1．試験対象品種

図-1．固化培土にさし付けた穂木の発根の有無

表-2．各培土における品種別生存率

発根有 発根無

番号 品種名 県名

1 坂下2号 福島

2 南会津4号 福島

3 多賀2号 茨木

4 多賀14号 茨木

5 那珂5号 茨木

6 群馬4号 群馬

7 群馬5号 群馬

8 多野2号 群馬

9 利根6号 群馬

10 北群馬1号 群馬

11 長野5号 長野

12 下高井17号 長野

13 下高井24号 長野

14 飯山2号 長野

15 大野2号 岐阜

坂下2号 98 98

南会津4号 100 94

多賀2号 100 96

多賀14号 100 98

那珂5号 98 94

群馬4号 100 98

群馬5号 100 94

多野2号 100 96

利根6号 98 100

北群馬1号 100 100

長野5号 88 90

下高井17号 100 92

下高井24号 100 94

飯山2号 100 100

大野2号 100 98

生存率（%）
品種名

鹿沼土 固化培土
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Ⅰ　は　じ　め　に

　社会問題となっているスギ花粉症の対策として，主伐

後の再造林に特定母樹（林野庁　2025），少花粉スギ

（近藤　1997）といった花粉症対策品種の利用がある。

岐阜県では，2008年と2019～2021年に少花粉，2020～

2021年と2023年に特定母樹のスギミニチュア採種園を

造成し，2011年から種子配布を開始したが，未だ需要

量に達していない。また，本県が2022～2026年に重点

的に取り組む森林・林業の施策を示した第4期岐阜県森

林づくり基本計画（岐阜県林政部林政課　2022）では

再造林を推進しており，これを達成するにはさらに多く

の苗木が必要になる。このため，少花粉スギのミニチュ

ア採種園の追加造成を計画したが，採種園に配置する採

種木（母樹）の配布を受けるのに時間がかかり，予定ど

おりに採種園造成が進まないことが明らかになった。そ

こで，母樹育成を効率的に進めるため，既に設定済の少

花粉スギのミニチュア採種園から材料を採取してさし木

を行い，各品種の生存率と発根率を比較した。

Ⅱ　試　験　方　法

1．材料および方法

　岐阜県白鳥林木育種事業地（郡上市白鳥町中津屋）で

2008年設定のスギミニチュア採種園に配置された15品

種（表-1）を試験対象とした。各品種とも，2024年4月2

日に50～70cm程度の荒穂を複数の採種木（母樹）から

採取し，速やかに根元を水に浸漬した。

　さし床の培土には，さし木でよく用いられる鹿沼土

（町田 1974）と固化培土（後藤ら 2002）を用いた。固

化培土は培土が固結しているため移植が容易なことから，

作業の効率化が期待できる。鹿沼土の場合は縦33cm，

横47cm，高さ9cmのプラスチック製育苗箱に小粒の鹿

沼土を約2cm，その上部に細粒の鹿沼土を約6cm（合計

約8cm）詰めたものを，固化培土の場合は128穴のセル

トレイに固化培土を詰めた既製品（セル容量約24cc，エ

クセルソイル，イワタニアグリグリーン（株）製）をさ

し床として用意し，さし付け前に十分吸水した。

　穂木の調整は，荒穂を採取した日に行った。約15cm

の穂木を品種毎に100本調整し，その基部約3cmをイン

ドール酪酸100ppm水溶液に24時間浸漬した。その際に

は，切口を水平に切断し基部から約5cmの枝葉を除去し

た後，すべての穂木の調整が終了するまでその基部を水

に浸漬した。穂木のさし付けは，翌日の4月3日に鹿沼

土または固化培土のさし床に各品種50本行った。鹿沼

土のさし床では，一つの育苗箱に同一品種の穂木50本

を約5cmの深さでさし付けた。固化培土のさし床では，

一つのセルに1本の穂木を約3cmの深さでさし付けた。

　穂木さし付け後のさし床は，本育種事業地のミスト室

に設置して，表面が乾き始めたら15～18分間のミスト

散水により潅水した。

2．評価

　樹木類のさし木を大量に取り扱う場合，さし木を行っ

た翌春の4～5月頃に苗畑へ移植する方法が行われる

（町田 1974）ことから，さし木の評価は2025年4月30日

に行った。各穂木について，生死，発根の有無を判定し

た。その結果を品種およびさし床の培土毎に集計し，生

存率，発根率を次式により算出した。固化培土にさし付

けた穂木では，培土表面に根を確認できたものを発根有

とした（図-1）。また，培土が固結した特性を利用して

2024年9月2日にもさし木の評価を行った。その際には，

固化培土を崩さないようにセルトレイから抜き取って評

価を行い，発根無の穂木については評価終了後，セルト

レイへ戻して試験を継続した。鹿沼土では，さし木の評

価後に試験の継続ができないことから，2024年9月2日

の評価を行わなかった。

　生存率（%）=生存した穂木数／50（供試数）×100

　発根率（%）=発根有の穂木数／50×100

Ⅲ　結果と考察

　2025年4月30日の各培土の品種別生存率を表-2に示し

た。各品種の生存率は，鹿沼土では88～100%，固化培

土では90～100%であった。長野5号の生存率は，鹿沼土

が88%，固化培土が90%で，それぞれの培土で最も低か

った。その他の品種は，両培土とも90%を超える生存率

であった。2024年9月2日の固化培土における品種別生

存率は2025年4月30日と同一であった。

　2025年4月30日の各培土の品種別発根率を，固化培土

より鹿沼土の方が高い発根率であった品種（表-3（a））

とそれ以外の品種（表-3（b））に分けて示した。各品種

の発根率は，鹿沼土，固化培土とも0～96%で（表-3

（a），（b）），品種間差が大きかった。スギは品種によ

り発根に差がある（町田　1974）ことが知られており，

今回の結果もこれを支持するものであった。品種別にみ

てみると，15品種中，多野2号と北群馬1号の2品種は両

培土で，多賀14号と那珂5号の2品種は鹿沼土で，ヒノ

キの事業レベルのさし木苗生産で望まれる71%より高い

発根率（戸田・藤本　1983）であった（表-3（a），

（b））ことから，これら4品種は今回の方法で母樹育成

が可能と考えられた。その一方で，多賀2号，下高井17

号，大野2号の3品種は両培土とも発根率が0%または極

めて低かった（表-3（a），（b））ことから，再検討が必

要であった。

　固化培土より鹿沼土での発根率が高かったのは10品

種でその差は2～56であった（表-3（a））。これらのう

ち発根率の差が18以上であった坂下2号，多賀14号，那

珂5号，群馬5号，多野2号，利根6号の6品種には，培土

の種類によって発根率に統計的な有意差があり（表-3

（a），p＜0.05），残りの4品種には有意差がなかった

（表-3（a），p＞0.05）。前者の6品種については，培土

に固化培土より鹿沼土を用いた方が発根率の点で有利と

考えられた。逆に鹿沼土より固化培土での発根率が高か

ったのは4品種でその差は6～10であった（表-3（b））。

4品種とも培土の種類によって発根率に統計的な有意差

がなかった（表-3（b），p＞0.05）。今回の検討において，

発根率が鹿沼土より固化培土を用いた方が有利であった

品種は見当たらなかった。

　しかし，固化培土には移植が容易といった作業性の利

点に加えて，培土から穂木を抜きとらずに発根を確認で

きる利点がある。これを活かして評価を前倒しすること

で早期に発根を確認することが可能である。図-2は，固

化培土における2024年9月2日時点と2025年4月30日に追

加された品種別発根率を，2025年4月30日の発根率が高

かった順に左から並べたものである。2025年4月30日の

発根率上位4品種の北群馬1号，多野2号，群馬4号，南

会津4号では，2024年9月2日時点の発根率が58%以上で，

2025年4月30日評価の8割以上が発根していた。固化培

土を用いた時，これらの品種では早期に発根することが

示唆された。特に，発根率上位2品種の北群馬1号，多

野2号では，2024年9月2日時点においても2025年4月30

日評価と同様に発根率が71%を超えていたことから，

2024年9月2日時点で育苗を開始しても効率的な母樹育

成が期待できると推察された。
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図-2．固化培土における2024年9月2日時点と2025年4月30日に追加された品種別発根率

坂下2号 36 14 *

多賀14号 76 38 * *

那珂5号 80 34 * *

群馬5号 64 36 * *

多野2号 96 78 * *

利根6号 70 14 * *

長野5号 12 6

下高井17号 4 2

下高井24号 46 30

大野2号 6 0

品種名
発根率（%） 培土の種類に
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アスタリスクは，培土の種類によって発根率に統計的な
有意差（カイ2乗検定，**：p＜0.01， *：p＜0.05）がある
ことを示す。
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Ⅰ　は　じ　め　に

　社会問題となっているスギ花粉症の対策として，主伐

後の再造林に特定母樹（林野庁　2025），少花粉スギ

（近藤　1997）といった花粉症対策品種の利用がある。

岐阜県では，2008年と2019～2021年に少花粉，2020～

2021年と2023年に特定母樹のスギミニチュア採種園を

造成し，2011年から種子配布を開始したが，未だ需要

量に達していない。また，本県が2022～2026年に重点

的に取り組む森林・林業の施策を示した第4期岐阜県森

林づくり基本計画（岐阜県林政部林政課　2022）では

再造林を推進しており，これを達成するにはさらに多く

の苗木が必要になる。このため，少花粉スギのミニチュ

ア採種園の追加造成を計画したが，採種園に配置する採

種木（母樹）の配布を受けるのに時間がかかり，予定ど

おりに採種園造成が進まないことが明らかになった。そ

こで，母樹育成を効率的に進めるため，既に設定済の少

花粉スギのミニチュア採種園から材料を採取してさし木

を行い，各品種の生存率と発根率を比較した。

Ⅱ　試　験　方　法

1．材料および方法

　岐阜県白鳥林木育種事業地（郡上市白鳥町中津屋）で

2008年設定のスギミニチュア採種園に配置された15品

種（表-1）を試験対象とした。各品種とも，2024年4月2

日に50～70cm程度の荒穂を複数の採種木（母樹）から

採取し，速やかに根元を水に浸漬した。

　さし床の培土には，さし木でよく用いられる鹿沼土

（町田 1974）と固化培土（後藤ら 2002）を用いた。固

化培土は培土が固結しているため移植が容易なことから，

作業の効率化が期待できる。鹿沼土の場合は縦33cm，

横47cm，高さ9cmのプラスチック製育苗箱に小粒の鹿

沼土を約2cm，その上部に細粒の鹿沼土を約6cm（合計

約8cm）詰めたものを，固化培土の場合は128穴のセル

トレイに固化培土を詰めた既製品（セル容量約24cc，エ

クセルソイル，イワタニアグリグリーン（株）製）をさ

し床として用意し，さし付け前に十分吸水した。

　穂木の調整は，荒穂を採取した日に行った。約15cm

の穂木を品種毎に100本調整し，その基部約3cmをイン

ドール酪酸100ppm水溶液に24時間浸漬した。その際に

は，切口を水平に切断し基部から約5cmの枝葉を除去し

た後，すべての穂木の調整が終了するまでその基部を水

に浸漬した。穂木のさし付けは，翌日の4月3日に鹿沼

土または固化培土のさし床に各品種50本行った。鹿沼

土のさし床では，一つの育苗箱に同一品種の穂木50本

を約5cmの深さでさし付けた。固化培土のさし床では，

一つのセルに1本の穂木を約3cmの深さでさし付けた。

　穂木さし付け後のさし床は，本育種事業地のミスト室

に設置して，表面が乾き始めたら15～18分間のミスト

散水により潅水した。

2．評価

　樹木類のさし木を大量に取り扱う場合，さし木を行っ

た翌春の4～5月頃に苗畑へ移植する方法が行われる

（町田 1974）ことから，さし木の評価は2025年4月30日

に行った。各穂木について，生死，発根の有無を判定し

た。その結果を品種およびさし床の培土毎に集計し，生

存率，発根率を次式により算出した。固化培土にさし付

けた穂木では，培土表面に根を確認できたものを発根有

とした（図-1）。また，培土が固結した特性を利用して

2024年9月2日にもさし木の評価を行った。その際には，

固化培土を崩さないようにセルトレイから抜き取って評

価を行い，発根無の穂木については評価終了後，セルト

レイへ戻して試験を継続した。鹿沼土では，さし木の評

価後に試験の継続ができないことから，2024年9月2日

の評価を行わなかった。

　生存率（%）=生存した穂木数／50（供試数）×100

　発根率（%）=発根有の穂木数／50×100

Ⅲ　結果と考察

　2025年4月30日の各培土の品種別生存率を表-2に示し

た。各品種の生存率は，鹿沼土では88～100%，固化培

土では90～100%であった。長野5号の生存率は，鹿沼土

が88%，固化培土が90%で，それぞれの培土で最も低か

った。その他の品種は，両培土とも90%を超える生存率

であった。2024年9月2日の固化培土における品種別生

存率は2025年4月30日と同一であった。

　2025年4月30日の各培土の品種別発根率を，固化培土

より鹿沼土の方が高い発根率であった品種（表-3（a））

とそれ以外の品種（表-3（b））に分けて示した。各品種

の発根率は，鹿沼土，固化培土とも0～96%で（表-3

（a），（b）），品種間差が大きかった。スギは品種によ

り発根に差がある（町田　1974）ことが知られており，

今回の結果もこれを支持するものであった。品種別にみ

てみると，15品種中，多野2号と北群馬1号の2品種は両

培土で，多賀14号と那珂5号の2品種は鹿沼土で，ヒノ

キの事業レベルのさし木苗生産で望まれる71%より高い

発根率（戸田・藤本　1983）であった（表-3（a），

（b））ことから，これら4品種は今回の方法で母樹育成

が可能と考えられた。その一方で，多賀2号，下高井17

号，大野2号の3品種は両培土とも発根率が0%または極

めて低かった（表-3（a），（b））ことから，再検討が必

要であった。

　固化培土より鹿沼土での発根率が高かったのは10品

種でその差は2～56であった（表-3（a））。これらのう

ち発根率の差が18以上であった坂下2号，多賀14号，那

珂5号，群馬5号，多野2号，利根6号の6品種には，培土

の種類によって発根率に統計的な有意差があり（表-3

（a），p＜0.05），残りの4品種には有意差がなかった

（表-3（a），p＞0.05）。前者の6品種については，培土

に固化培土より鹿沼土を用いた方が発根率の点で有利と

考えられた。逆に鹿沼土より固化培土での発根率が高か

ったのは4品種でその差は6～10であった（表-3（b））。

4品種とも培土の種類によって発根率に統計的な有意差

がなかった（表-3（b），p＞0.05）。今回の検討において，

発根率が鹿沼土より固化培土を用いた方が有利であった

品種は見当たらなかった。

　しかし，固化培土には移植が容易といった作業性の利

点に加えて，培土から穂木を抜きとらずに発根を確認で

きる利点がある。これを活かして評価を前倒しすること

で早期に発根を確認することが可能である。図-2は，固

化培土における2024年9月2日時点と2025年4月30日に追

加された品種別発根率を，2025年4月30日の発根率が高

かった順に左から並べたものである。2025年4月30日の

発根率上位4品種の北群馬1号，多野2号，群馬4号，南

会津4号では，2024年9月2日時点の発根率が58%以上で，

2025年4月30日評価の8割以上が発根していた。固化培

土を用いた時，これらの品種では早期に発根することが

示唆された。特に，発根率上位2品種の北群馬1号，多

野2号では，2024年9月2日時点においても2025年4月30

日評価と同様に発根率が71%を超えていたことから，

2024年9月2日時点で育苗を開始しても効率的な母樹育

成が期待できると推察された。
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